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は D1 受容体が選択的に減少していることを見出した。ついで、mPFC の D1
受容体のストレス脆弱性への関与を調べるために、D1 受容体を標的とした人工
マイクロ RNA を発現するアデノ随伴ウイルスを mPFC に局所注入し、mPFC
での D1 受容体の発現を抑制したところ、社会忌避行動が促進された。mPFC
では D1 受容体は興奮性と抑制性神経細胞の両方に発現している。単回の社会
挫折ストレスでは mPFC 神経細胞に D1 依存的な ERK リン酸化が誘導される
が、このリン酸化は興奮性神経細胞でのみ観察される。また、mPFC の興奮性
神経細胞で D1 受容体の発現を抑制したマウスでは社会挫折ストレスによる社






群で選択的に mPFC 神経細胞の樹状突起が退縮したが、この形態変化は mPFC
神経細胞の D1 受容体の発現を抑制しても変化しなかった。一方、単回の社会
挫折ストレスでは mPFC 浅層の興奮性神経細胞の尖端樹状突起の造成とスパ
イン密度の増加が観察され、この形態変化は mPFC 神経細胞の D1 受容体の発
現抑制により消失した。この結果は、単回の社会挫折ストレスが D1 受容体を
介して mPFC 神経細胞の樹状突起の造成を誘導することを示唆する。 
以上のことから、mPFC の興奮性神経細胞の D1 受容体は単回の社会挫折スト
レスによる mPFC 神経細胞の樹状突起造成とストレス脆弱性の抑制に必須で





















なお、本学位授与申請者は、平成 30年 2月 15日実施の論文内容とそれに関連した試
問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
